
喪中はがき印刷
喪中はがき

差出人から見る続柄

亡くなられた方　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様

亡くなられた月日　　　　亡くなられた年齢

　　　月　　　　日　　　　　　　　　　　歳

 連絡先
(勤務先)

担
当

店
頭

注意事項

宛名印刷 作成した宛名データは、当社にて保管

電話番号（　　　　）　　　　－

住　　所

お 名 前

※ 文字ははっきりとお書きください。
※ ご記入いただいた個人情報は喪中・年賀状印刷に
 　関する業務以外での使用はいたしません。

はがき
種　類

受 付
月 日

印刷代

割　引

はがき代

合計

納期月　　　  日

前
金

有　・　無

枚

枚

枚

枚

月　  　　日

円

円

円

円

円

円

NO.

印刷枚数 立替

持参

合計

印　刷
申込書

文　章

出される月　　　１０月　　　１１月　　　１２月

絵柄番号

通常はがき   私製はがき
校
正

№2
（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

こ
こ
に
本
年
中
の
ご
芳
情
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

明
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
□
□
月

喪
中
に
つ
き
年
頭
の

　
ご
挨
拶
を
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

文　章

〒
 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

お世話になった方に感謝の心とご挨拶を伝える

あ り ・ な し す　る　・　しない

№4
寒中見舞い

新
年
早
々
年
始
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
喪
中
に
つ
き
新
年
の
ご
挨
拶
は
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

寒
さ
厳
し
き
折
柄
皆
々
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
□
□
月

寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

〒
 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

№3
（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

故
人
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

向
寒
の
折
　
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
□
□
月

喪
中
に
つ
き
新
年
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

文　章

〒
 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

№1
（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
□
□
月

文　章

〒
 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

お急ぎの方にはに
最短翌日お渡しのスピード印刷 印刷料金＋660円
※15 時までのご注文で、翌営業日の午後よりお受け取り可能です。

早期割引
10月31日(木)までのお申し込みで

30%OFF印刷料金から最大

営業員がお伺いする場合は15％ＯＦＦとなります。

配達・郵送
ご希望の方は配達・郵送を承ります 1件440円
※配達は稚内市内に限ります。

お申し込みは店頭・電話・FAX・WEBサイトにて承ります。

〒097-0022 稚内市中央４丁目２-15

電話（0162）２３-３２５８
FAX（0162）２4-0224

グリーンプリンティング認定制度
Ｆ－Ｂ１００８７

持続可能な開発目標（SDGs）

申込〆切申込〆切 12/2０(金)土曜日の　    は１５時までの受付となります。土日・祝日の     は
定休日のため会社入口の郵便受けより申込書をご投函ください。
翌営業に折り返し確認のご連絡いたします。

挨
拶
文
章
見
本

（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

こ
こ
に
本
年
中
の
ご
芳
情
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

明
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

故
人
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

向
寒
の
折
　
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

Ａ Ｂ Ｃ

  

青
　
枠  

の
部
分
は
文
章
の
変
更
が
可
能
で
す
。

絵
柄
デ
ザ
イ
ン
は
裏
面
よ
り
お
選
び
く
だ
さ
い
。

※
文
字
数
が
多
い
場
合
は
、
文
字
の
大
き
さ
を
変
更
し
た
り
、

絵
柄
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
刷
色
は
実
物
と
多
少
異
な
り
ま
す
。

印刷料金表

● 201枚以上ご注文の際は、別途お問い合わせください。
● 通常はがきは１枚 85円別途かかります。
● 私製はがきは１枚 22円 別途かかります。
● チラシ内の表示価格は全て税込です。

印刷料金にはがき代は含まれておりません。

枚数
1～  10
11～  20
21～  30
31～  40
41～  50
51～  60
61～  70
71～  80
81～  90
91～100
101～110
111～120
121～130
131～140
141～150
151～160
161～170
171～180
181～190
191～200

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

枚

4,180
4,378
4,576
4,774
4,972
5,170
5,368
5,566
5,764
5,962
6,160
6,358
6,556
6,754
6,952
7,150
7,348
7,546
7,744
7,942

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

4,620
4,895
5,170
5,445
5,720
5,995
6,270
6,545
6,820
7,095
7,370
7,645
7,920
8,195
8,470
8,745
9,020
9,295
9,570
9,845

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

黒１色 カラー

http://www.wakkanai-printing.co.jp

寒中見舞いはがき

宛名印刷承ります宛名印刷承ります
稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

印   

刷
　
次
　　郎
　様

　　　          

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

印   

刷
　
太   

郎  

様

　　　          

花   

子  

様

宛名データ持ち込み
（完全データ）

1件55円

1件99円
※宛名は名刺・住所録・香典袋・年賀状から名簿を作成します。
※郵便番号が不明な場合は1件11円でお調べいたします。

新規（宛名データ作成）

※当社ＨＰより宛名印刷テンプレートをダウンロードしご使用ください。
　（http://www.wakkanai-printing.co.jp/atena.html）
　宛名データがある場合でも、当社で確認や参照・修正する必要がある
時は１件77～99円になります。

稚内印刷はJPPS（日本印刷個人情報保護体制認定制度）を取得しています。

年賀欠礼のご挨拶はお早めに

日本印刷個人情報保護体制認定制度

10月営業日 11月営業日 12月営業日



寒中見舞い 季節のご挨拶に

寒中見舞いは１月８日頃から立春（２月４日）頃までに届くよう送るのが一般的です。
絵柄無し・喪中の絵柄とも組み合わせが出来ます。

カラー縦書き 幅広い年代に好まれるデザイン黒１色 落ち着いたシンプルなデザイン

絵柄無しでの印刷も出来ます。

カラー横書き タイトルの変更はできません

〒
 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

新
年
早
々
年
始
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
喪
中
に
つ
き
新
年
の
ご
挨
拶
は
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

寒
さ
厳
し
き
折
柄
皆
々
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
一
月

〒097-0022 稚内市中央４丁目２番15号

 印　　刷　　太　　郎
 ＴＥＬ（0162）２３－３２５８

寒さの厳しい日が続きますがお元気でお過ごしですか
皆様のご健勝をお祈り申し上げます

令和□年1月

新
年
早
々
年
始
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

昨
年
喪
中
に
つ
き
新
年
の
ご
挨
拶
は
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

寒
さ
厳
し
き
折
柄
皆
々
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
一
月

寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

〒
 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

（□ □□□□　□□月□□日　□□歳にて永眠）
故人に賜りましたご厚情に深謝申し上げますと共に
明年も変わらぬご厚誼のほどお願い申し上げます
向寒の折　皆様のご健勝をお祈り申し上げます
　　令和□年□□月

〒097-0022 稚内市中央４丁目２番15号

 印　　刷　　太　　郎
 花 　 子
 ＴＥＬ（0162）２３－３２５８

（□ □□□□　□□月□□日　□□歳にて永眠）
ここに本年中のご芳情を厚くお礼申し上げます
明年も何卒よろしくお願い申し上げます

令和□年□□月

（□ □□□□　□□月□□日　□□歳にて永眠）
ここに本年中のご芳情を厚くお礼申し上げます
明年も何卒よろしくお願い申し上げます

令和□年□□月

〒097-0022 稚内市中央４丁目２番15号

 印　　刷　　太　　郎
 花 　 子
 ＴＥＬ（0162）２３－３２５８

（□ □□□□　□□月□□日　□□歳にて永眠）
本年中に賜りましたご厚情を深謝いたしますと共に
明年も変わらぬご交誼のほどお願い申し上げます

令和□年□□月

〒097-0022 稚内市中央４丁目２番15号

 印　　刷　　太　　郎
 花 　 子
 ＴＥＬ（0162）２３－３２５８

（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

故
人
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

向
寒
の
折
　
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
□
□
月〒

 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

喪
中
に
つ
き
新
年
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
□
□
月〒

 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
□
□
月〒

 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
□
□
月〒

 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
□
□
月〒

 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

〒
 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
　
　
太
　
　
郎

 

電
話(

〇
一
六
二)

二
三
｜
三
二
五
八
番

（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

こ
こ
に
本
年
中
の
ご
芳
情
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

明
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
□
□
月

喪
中
に
つ
き
年
頭
の

　
ご
挨
拶
を
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

（
祖
父 

○
○
○
○
　
○
月
○
○
日
　
〇
〇
歳
に
て
永
眠
）

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
令
和
□
年
□
□
月〒

 097 -

0022 

稚
内
市
中
央
四
丁
目
二
番
十
五
号

 

印
　
　
刷
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寒中－3寒中－２寒中－１

63  はなたば62  こすもす61  カラー

39  きく38  はす37  らん

36  らん35  きく34  ゆり

33  らん32  ききょう31  はす

6　すみれ5　あやめ

4　ゆり3　こすもす

2　らん1　はぎ

〒097-0022 稚内市中央４丁目２番15号

 印　　刷　　太　　郎
 花 　 子
 ＴＥＬ（0162）２３－３２５８

（□ □□□□　□□月□□日　□□歳にて永眠）
故人に賜りましたご厚情に深謝申し上げますと共に
明年も変わらぬご厚誼のほどお願い申し上げます
向寒の折　皆様のご健勝をお祈り申し上げます

　　令和□年□□月

64  なのはな

喪中はがきは11月中旬から12月初
旬に送るのが一般的です。年末に
亡くなった場合や送り忘れた場合
には、寒中見舞いを使って欠礼を
お侘びします。


